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実E5言機センター研究開発部 多喜 正城

新システムの勉強で多忙 以前， N EAC2200シリーズ

N500からN700への移行の時は，さほど苦痛を感じなか

ったが，今凶， 2200 シリーズから ACOS77 シリーズ S

700の導入に際し， OS の様子が， 平面従属型から， 立

体独立型(これらの語意は私個人のよび方である)に変更

になり，とくにファイル関係の充実により，パッチ系，

オンライン系の JOB形態の区別を，あまり意識せずに

JOB処理できることは，ありがたし、ことであるが，そ

れゆえ，大学のユーザー|句けアナウンスや，また，大学

独自の運用形態の考察等の勉強に忙しく，本来の自分の

研究(数理計画問題関係)ができなくて，非常に残念に思

ってし、る.

なお，本年 12月から S800が導入され， S700と置き換

えられるため，当分，新システムの勉強に費されると思

われもし，その先には， 54年度からの次期システムの検

討も予定されている…・. まずは，近況主で・・・

経営コンサノレタント 上回亀之助

アインシュタインは， l;考えることだけで世界をつかむ」

ことにいつも心がけたそうです.これはなかなかむずか

しいことかも知れませんが，常に変化する環境に積極的

に適応して，よりよく生きぬくためには，とらわれない

心で自由にしかも賢こく考える技術を身につけ，われわ

れの考えと行ないとがうまく結びっくように勉めるべき

だと思っております.そしてOR とは，そのようなチエ

だと考えております.

モノコトについて考えるにあたり ， Mを取り上げ，そ

れをどのように進めてゆくかは，かなり重要なことだと

思います.あまり複雑に考えすぎると，いつまでたって

もまとまらず，また，あまりにも単純にしすぎると，極

端に走り，誤りのもとになるおそれがあります

数年前から小生はテトラ立体思考法に興味をもち，。

R誌 Vol. 21 , No.5 で発表させていただきました.テト

ラ立体思考がORにおける情報の予備的な処理等に少し

はお役に立つのではないかと考えております.

二fi示場 森山禿一郎

空しさを逆手にとって…・ ある業務にコンビュータ・

システムを組み入れようとすると， それに関わる人々

は， 1呼応なしに手かせ足かせが増えるように思える.シ

ステムをつくる側もそれを利用する側も時間と空間の中

を正確に動くことを余儀なくさせられるのである つい

最近， そういった空しさをつくづく感じた時期があっ

た.勤めはじめて 3 年目の夏のことである.そんな時，

白分に「自然」を自然として見れる「ゆとり j があれば

・・と思い，はじめたのが絵を描くことであった.

生米，一つのことを考えはじめると，公私の時間の区

1)IJのつかなし、私にとって，退社した後，必ず絵を描くよ

うに自分をコントローノレすることは臼に節ができ，

大変な益をもたらした.その結果，空しく思っていたこ

とをあえて自分に課すことで(コンピュータを使うわけ

ではないが，機械的に行動することには変わりない)íゆ

とり J が自分にできたような気がする.

要民喜志λ学 武仕l 常一

かくれんぼに悩む 2 人がかくれんぼをするものとす

る.探す側，隠れる側どのように行動するのが合理的な

のであろうか. このような事態における合理的行動はO

Rにおける探索理論(岸尚先生から本誌に連載されまし

た)に見いだすことができる.

ところで，人闘が実際にかくれんぼを行なうものとす

れば探索理論から得られた合理的行動(記述理論)に沿

った振舞いをするであろうか.

'{I:者は 2 台の抽選器を用いてかくれんぼの状況を設定

し，人間の選択行動を調べている.その結果から見るか

ぎりでは規範理論に沿う行動はしていない.それで、は人

はどのような規準でもってその意思決定を行なうのであ

ろうか(記述理論).人間はある程度事後確ネを計算して

その判断を下しているようである.しかしへーズのそれ

とは一致しない.

そして現在悩める問題は，この研究と OR との闘連性

および適当な記述理論の構成であります.みなさまから
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アドバイスをいただければ幸いに存じます.

手事735 ・ 八巻直射

いまの私の課題 OR学会には長年お世話になっていま

す. rオベレーションズ・リサーチj は毎号興味深く n

見していますが，多忙にとりまぎれ学会活動にはさっぱ

り参加できず相済まなく感じています 会社では字情開

発事業団を通じ，わが国の宇宙開発計画にいささかのお

手伝をしています.そのほかに日本経営工学会会長その

他いろいろの公職をおおせっかって忙がしい毎日を過ご

しています.

三菱電機在職中40年近く 1 Eを中心として勉強してき

ましたが，現在は 1 E と人間の問題，経営問題に対する

工学的アプローチ，日本的経尚のあり方などに関心をも

っています.機械化され， コンベア化される工場の人間

の問題は，若い頃から 1 E屋として悩んできたものです

が，近年仕事の人間化の問題として広く世界的に論議さ

れるようになってきたので心強〈思います.また 1 Eや

ORの対象が，現場に近い問題から次第にトップマネジ

メントの問題を含む傾向になってきていますが，経営の

実体と L、う立場に立って， この分野にどのような方法

で，どの程度まで工学的アプローチが可能なのかが，今

後勉強したい一つの課題で、す.さらに日本の経営につL 、

て，単なる西洋的経常との比較論でなく， 日本の歴史や

伝統にJ'i#われた経営土壌と，合理的経営思想とをどのよ

うにインテグレートしたら，真の日本のわれわれがめざ

すべき経営の姿になるのかは，非常に大きな課題です

が， (, 、っか少しでも勉強したし、と夢見ています.

Z替差築学科 服部 塁手生

住宅・教育施設の評価法私は，建築学科の建築計画研

究室に所属しています.ご存知のことと思いますが，日

本の大学の建築学科は，建築という工学・芸術の接点に

ある学聞を工学部で受けもっと L、う非常に微妙な問題を

ほとんど抱えています.建築計画の研究室は，建築設計

計両の研究をおもな目的としておりますので，建築のデ

ザインについての研究意欲が盛んで，美術論などの議論

が毎日飛びかい，あたかも芸術大学の中の研究室のよう

です.

工学的な研究のほうでは，現在，住宅・教育施設の計

画に関する評価法について，関心がもたれています.建

築の計画案の評価は，評価の指標が非常に多く複雑な関

係をもっていること，評価主体によって評価値が大きく

只なることなどから解決の困難とされてきました また

どのような指標を取り上げるか，取り上げた指標にどの

上うな評価を与えるかなどについて評価主体で考え方に

店長があるため，社会的な有効性がないとし、う議論もあっ

たほどです.しかしながら，計断案の討ー価が必要な局面

は，いたるところ，あらゆる時期にあるわけで，研究室

での当面の主要テーマと考えております.たとえばプレ

ハフ住'セでは，イージー・オーダーの計画となりますの

で，あらかじめ住宅を必要とする人々のさまざまな要求

にもとづく評価を加え，その結果のよいものを生産する

とし、う具合です. この種の建築には，小・中学校などの

義務教育施設も含まれます. 現在まで、の成楽について

は， OR論文認に掲載する内科ではないのですが，建築

学会の論文として公表しております.

月華民、義塾大学工学部 品
管頭工学専攻博士課程 l虚 淵源

輸送システム問題に取り組む私は台湾からの留学生

で，台湾の中原理工学院大学 1 E学科を卒業し，同学科

で 2 年間助手をしたのち，慶応大学大学院で勉強してい

ます.来日後ずっと千住鎮雄教授の研究室て、お世話にな

っており，早いものでもう F 年閉経ちました.研究面で

は輸送、ンステムに関する問題を取扱っており， いまま

で，走行距離の変化を推測する問題， トラックの経済性

評価の考え方，ロット・サイズおよび配送回数の決め

手，などについてF 本学会および日本経常工学会にて発

表してきました.

今年 8 月には，経済性工学 1 週間セミナーや第 4 回経

営工学一 1 E国際会議に出席させていただき，企業や学

界の先生方にお目にかかって，よい勉強になりました.

とくに 9 月下旬，慶応工学会主催千住先生企画による

経営科学活用法シンポジウムに記録係として参加させて

いただき，森村英典先生をはじめ，参加の諸先生方のO

R/経営科学に対する情熱に感服しました.

また， ORの障害や進路などをさぐる検討も「ー針見

l侃」であり，今後台湾でORを推行する際のよい参考に

もなります.

店、はいま「輸送システムに関する研究」を論文として

まとめるつもりです. ニー指嫡こ明教示がし、ただければ幸甚

と思っております.どうぞ宜しくお願い申し上げます.
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